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九
州
西
岸
地
域
の
交
流
拠
点
都

市
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
道
路
や
情
報
通
信
網
な

ど
の
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

来
春
に
は
九
州
新
幹
線
が
全
線

開
業
し
ま
す
が
、
新
た
な
人
の
流

れ
を
天
草
に
呼
び
込
む
た
め
に

も
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
重
要

性
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
現
在
、
熊
本
宇
土
道
路
、

宇
土
道
路
や
新
天
門
橋
を
含
む
大

矢
野
バ
イ
パ
ス
が
事
業
着
手
さ
れ

て
お
り
、
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
を

含
む
本
渡
区
間
に
つ
い
て
は
、
熊

本
天
草
幹
線
道
路
（〔
仮
称
〕
本

渡
道
路
）
検
討
委
員
会
か
ら
の
提

言
が
あ
っ
て
い
る
の
で
、
事
業
主

体
で
あ
る
県
と
の
協
議
を
進
め
、

早
期
事
業
着
手
に
向
け
て
関
係
機

関
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
天
草
地
域
の
振
興
･
発

展
と
、
九
州
西
岸
地
域
の
交
流
拠

点
都
市
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
島
原
・
天
草
・
長

島
連
絡
道
路
な
ど
の
整
備
促
進

は
、
切
り
離
せ
な
い
課
題
で
あ
り

ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
国

等
へ
の
要
望
活
動
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、
早
期
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
で
は
、
平
成
21

　

国
に
お
い
て
は
、
世
界
各
国
が

協
調
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

取
り
組
み
を
加
速
的
に
進
め
る
た

め
、「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大

綱
」
を
策
定
し
、
国
、
地
方
公
共

団
体
、
事
業
者
、
国
民
と
い
っ
た

す
べ
て
の
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
に
応
じ
て
総
力
を
あ
げ
て
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
廃
棄
物
や

バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
よ
る

低
炭
素
社
会
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

天
草
の
実
現
を
目
ざ
す
た
め
、「
天

草
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

に
基
づ
き
、
昨
年
度
か
ら
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
老
朽
化
し

て
い
る
本
渡
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
牛

深
し
尿
処
理
場
の
更
新
施
設
で
あ

る
、
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
、
生
ご

み
の
再
生
処
理
を
行
う
「
バ
イ
オ

マ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
用
地
の

選
定
作
業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

本
年
度
は
建
設
候
補
地
を
選
定

し
、
用
地
の
取
得
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
の
資
源
化
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
ご
み
排
出
量
の

５
％
削
減
、
資
源
化
率
20
％
を
掲

げ
、
ご
み
分
別
の
徹
底
を
進
め
て

お
り
、
削
減
、
資
源
化
率
と
も
に

目
標
の
達
成
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
大
半
を
占
め
る
「
生
ご
み
の
分

別
収
集
を
、「
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン

タ
ー
」
の
稼
働
時
期
に
合
わ
せ
て

市
内
全
域
へ
拡
大
し
、

平
成
25
年
度
ま
で
に
、

さ
ら
に
ご
み
排
出
量
３

％
削
減
、
資
源
化
率
10

％
向
上
を
目
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、レ
ジ
袋
削
減
・

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
推

進
に
つ
い
て
も
、
事
業

者
の
協
力
を
得
な
が
ら

市
内
全
域
で
の
取
り
組

み
を
進
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
消
費
行
動
段
階

か
ら
の
ご
み
発
生
の
抑

制
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
、
菜
種
油
な
ど
の
廃
食
用
油

の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、
軽
油

に
代
わ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
と
し
て
、
ご
み
収

集
車
な
ど
の
公
用
車
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
廃
食
用
油
の

回
収
体
制
と
Ｂ
Ｄ
Ｆ
へ
の
変
換
装

置
の
拡
充
を
図
り
、
市
内
の
循
環

バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
船
舶
な

ど
へ
の
使
用
拡
大
や
、Ｊ
Ｒ
三
角

線
に
運
行
予
定
の「
菜
の
花
列
車
」

へ
の
燃
料
供
給
な
ど
、Ｂ
Ｄ
Ｆ
の

普
及
促
進
に
努
め
、
環
境
に
や
さ

し
い
天
草
の
取
り
組
み
を
市
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
然
環
境
保
全
の
た

め
の
海
岸
漂
着
ご
み
・
不
法
投
棄

ご
み
対
策
と
し
て
、「
天
草
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
、

海
岸
漂
着
ご
み
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
継
続
へ
の

支
援
、
不
法
投
棄
防
止
啓
発
に
よ

る
海
・
川
の
自
然
環
境
と
景
観
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
身

近
な
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開

し
、
市
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
美
し

い
景
観
は
、
観
光
に
お
い
て
も
重

要
な
要
素
で
あ
る
の
で
、
地
域
ご

と
に
特
色
あ
る
花
を
選
定
し
て
植

栽
す
る
な
ど
、
景
観
か
ら
の
魅
力

あ
る
島
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

花
の
選
定
な
ど
事
業
推
進
に
向
け

た
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
導
入
推
進
に
つ
い
て

は
、
昨
年
か
ら
設
け
ら
れ
た
国
、

県
の
補
助
制
度
と
本
市
補
助
金
と

の
併
用
に
よ
り
経
費
負
担
の
軽
減

が
図
ら
れ
、
設
置
戸
数
が
急
増
し

て
い
る
状
況
な
の
で
、今
後
も
国
、

県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
普
及
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
施

設
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
に
つ
い
て

も
、
国
、
県
を
は
じ
め
、
各
研
究

機
関
、
企
業
な
ど
と
の
連
携
を
図

り
、
導
入
策
の
検
討
や
公
共
施
設

な
ど
へ
の
設
置
の
可
能
性
、
さ
ら

に
は
発
電
し
た
電
気
の
活
用
方
策

な
ど
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
に
関
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
向

性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
７
月
の
地
上

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
に
伴

っ
て
発
生
す
る
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
地
域
に
つ
い

て
は
、
国
、
放
送
事
業
者
と
の
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
受
信
施
設
の

新
設
・
改
修
体
制
等
の
充
実
を
図

る
な
ど
万
全
の
対
策
を
と
り
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
円

滑
な
移
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

５

●海岸漂着物地域対策推進事業費〔牛深地
域の海岸において地元漁協、ボランティ
ア団体と連携し、海岸漂着物の回収・処
理を行う〕………………………110万円
●大規模太陽光発電施設調査事業〔新エネ
ルギーとして期待される大規模太陽光発
電施設（メガソーラー）の整備の可能性
について調査する〕………………46万円
●景観からの島づくり事業〔「良好な景観
の形成に関する基本方針」に基づき、各
種啓発活動や景観重要地区の選定を行う
とともに景観形成地域の指定などを行
う〕………………………………299万円
●天草クリーンアップ事業（海岸漂着物・
不法投棄対策）〔美しい天草を守るた
め、海岸漂着物の除去などについて緊急
的に対応し、不法投棄に関する実態調査
や回収作業を実施する〕……8,440万円

６

機
能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り

環
境
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

年
度
に
公
共
施
設
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
接
続
が
完
了
し
、
高
速
通
信
環

境
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
民
間
通

信
事
業
者
に
こ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

放
送
・
通
信
面
で
の
環
境
の
向
上

･
充
実
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

「
熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画
」

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
各
種
医
療

シ
ス
テ
ム
に
も
、
医
療
機
関
な
ど

と
の
連
携
に
よ
り
本
市
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
を
駆
使

し
て
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
構
築

し
て
き
た
「
天
草
W
e
b
の
駅
・

情
報
タ
ワ
ー
」
の
基
盤
と
な
る
シ

ス
テ
ム
が
完
成
し
た
の
で
、今
後
、

利
活
用
の
促
進
と
と
も
に
、
イ
ン

境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
今

年
度
は
楠
浦
小
学
校
・
牛
深
小
学

校
・（
仮
称
）
五
和
中
学
校
建
設

の
推
進
と
施
設
整
備
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
本
年
度
、
祝
日
を
試
行
的
に

開
館
し
、
開
館
日
や
開
館
時
間
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
蔵
書

の
充
実
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
の
設
立
や
健
康
増
進
の
た
め

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
普
及

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、現
在
、

姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
い
る
米
国

の
エ
ン
シ
ニ
タ
ス
市
と
の
交
流
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
修
好
１
５
０
周
年
を
契

機
に
、
本
市
の
歴
史
的
資
産
で
あ

る
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
、
南
蛮
文
化

と
関
わ
り
の
深
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

都
市
と
の
交
流
を
推
進
し
、
未
来

を
担
う
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
活
用

し
た
、
地
域
情
報
な
ど
の
双
方
向

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼

棚
底
港
を
整
備
し
、
地
域
住
民
と

　
来
客
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

▲「天草クリーンアップ事業」で海岸漂着物・不法投棄対策を実施

ウ
ェ
ブ

●梨の木地蔵園線道路改良（交付
金）事業〔天草地域医療センタ
ーから国道266号へつながる市
道の道路拡幅工事を行う〕
…………………………2,000万円
●都市計画マスタープラン策定事
業〔住民の意見や地域の課題を
整理し、都市の将来像や都市整
備の基本方針などを盛り込んだ
計画の策定に取り組む〕
……………………………608万円
●市道改良（単独）事業〔大規模、
小規模、災害防除の単独工事〕
……………………３億1,811万円
●倉岳・御所浦間みなと振興交流
事業〔棚底港を整備することに
より、地域住民の海上交通手段
の充実と、来客者の観光施設利
用拡大を促進する〕
……………………２億2,950万円


